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「
堅
固
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て

原

卓
　
　
志

目
　
　
次

は
じ
め
に

一
、
平
安
時
代
の
「
堅
固
」

二
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
「
堅
固
」

三
、
「
全
く
」
　
の
意
味
の
　
「
堅
固
」
　
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
じ
め
に

中
世
の
国
語
の
特
徴
の
一
つ
に
、
多
く
の
漢
語
の
使
用
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
研
究
は
末
だ
体
系
的
な
も
の
で
あ
る
と
は
言
え
ず
、
個
々

の
漢
語
の
意
味
・
用
法
の
記
述
と
使
用
実
態
の
把
握
と
を
積
重
ね
つ
つ
あ
る
段
階
で
あ
る
。
漢
語
研
究
と
い
う
、
他
の
分
野
に
比
し
て
研
究

の
立
遅
れ
た
分
野
に
と
っ
て
は
、
個
々
の
漢
語
に
つ
い
て
、
中
国
の
漢
籍
・
仏
典
と
の
比
較
、
日
本
に
お
け
る
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
の
検

討
、
類
義
の
和
語
・
漢
語
と
の
比
較
等
を
通
し
て
、
そ
の
使
用
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
基
礎
作
業
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な

る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
漢
語
研
究
の
基
礎
作
業
の
一
つ
と
し
て
、
漢
語
「
堅
固
」
を
取
上
げ
て
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
を
中
心
と
し
、
そ
の
意
味
・
用
法



を
検
討
し
、
使
用
実
態
の
把
捉
に
努
め
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
平
安
時
代
の
　
「
堅
固
」

「
堅
固
」
は
「
か
た
い
こ
・
と
」
「
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
」
又
、
体
に
つ
い
て
は
「
丈
夫
」
と
い
う
意
味
で
、
中
国
の
漢
籍
・
仏
典
の
両

（1）

者
に
そ
の
使
用
例
が
認
め
ら
れ
る
。

（
漢
籍
）

○
呈
不
レ
懐
レ
蹄
、
王
事
靡
レ
盤
、
我
心
傷
悲
、
〔
博
〕
　
畳
不
二
堅
固
】
也
、
…
…
（
毛
詩
・
小
雅
・
四
牡
）

○
故
、
治
乱
発
辱
之
端
在
レ
所
二
信
任
一
信
任
既
賢
、
在
二
於
堅
固
而
不
り
移
、
　
（
漢
書
・
楚
元
王
博
）

○
如
レ
此
、
縁
連
屯
成
之
師
競
而
忘
レ
死
、
乗
レ
城
拒
レ
塞
之
史
不
レ
辟
二
其
努
↓
則
煙
火
精
明
守
戟
堅
固
、
　
（
後
漢
書
・
杜
詩
博
）

○
故
臨
レ
兵
而
慈
二
於
士
吏
い
則
戦
勝
レ
敵
、
慈
二
於
器
械
一
則
城
堅
固
、
　
（
韓
非
子
・
解
老
）

○
以
レ
仁
堅
固
佐
レ
君
者
、
以
レ
義
不
レ
傾
レ
君
、
　
（
新
語
・
道
基
）

（
仏
典
）

○
欲
退
菩
提
心
聞
如
意
賛
光
耀
菩
薩
説
是
法
時
皆
得
堅
固
不
可
思
議
満
足
上
願
　
（
金
光
明
最
勝
王
経
巻
五
・
依
空
満
願
晶
第
十
）

▽
菩
提
の
心
を
退
（
け
）
ナ
む
と
欲
す
る
い
、
如
意
賛
光
耀
菩
薩
の
是
の
法
を
説
ク
を
聞
ク
時
に
、
皆
堅
固
に
不
可
思
議
な
る
こ
と
待
つ

ス
グ

ル
を
モ
チ
テ
、
上
の
〔
ィ
上
レ
タ
ル
〕
願
満
足
し
ヌ
。
　
（
西
大
寺
本
平
安
初
期
点
の
訓
読
に
よ
る
）

○
於
繹
種
中
薦
大
師
子
堅
固
勇
猛
具
八
解
説
　
（
同
右
等
十
・
大
所
才
天
女
讃
嘆
晶
第
三
十
）

▽
樺
種
の
中
に
於
て
は
、
〔
烏
〕
大
師
子
と
し
て
、
堅
固
勇
猛
に
し
て
八
解
脱
を
具
（
し
）
た
ま
ひ
た
り
。
　
（
同
右
）

○
又
日
推
滅
一
切
諸
衆
生
類
猶
如
金
剛
堅
固
煩
悩
　
（
地
蔵
十
輪
経
・
序
）

▽
又
、
訃
は
ク
、
一
切
の
諸
の
衆
生
（
の
）
類
の
猶
し
金
剛
の
如
き
堅
固
の
煩
個
を
推
】
減
（
し
）
て
（
む
と
の
た
ま
へ
り
）
。

（
東
大

「
堅
固
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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寺
図
書
館
蔵
本
元
慶
七
年
点
の
訓
読
に
よ
る
）

○
潤
以
牛
液
築
令
堅
固
　
（
大
枇
虚
遮
那
成
備
経
疏
巻
第
四
）

ヤ

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ

　

　

　

　

　

　

　

シ

▽
潤
（
す
）
　
に
牛
液
（
入
）
を
以
て
し
て
、
築
イ
て
堅
固
ナ
ラ
令
メ
ヨ
。
　
（
高
山
寺
本
永
保
点
の
訓
読
に
よ
る
）

「
ユ
ハ
リ
ヲ
」

○
彼
囲
諸
菩
薩
　
志
念
常
堅
固
　
（
妙
法
蓮
華
経
巻
第
二
、
誓
喩
晶
第
三
）

▽
彼
（
の
）
園
の
諸
の
菩
薩
（
は
）
　
志
念
常
（
に
）
堅
固
な
ら
む
、
　
（
龍
光
院
本
の
訓
読
に
よ
る
）

平
安
時
代
、
我
国
で
用
い
ら
れ
た
「
堅
固
」
も
「
か
た
い
こ
と
」
「
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
」
そ
し
て
「
丈
夫
」
と
い
う
中
国
に
お
け
る

意
味
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
り
、
主
に
形
容
動
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。

こ
の
時
代
の
「
堅
固
」
の
使
用
例
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
多
く
仏
教
語
と
と
も
に
用
い
ら

れ
、
極
て
仏
教
色
の
濃
厚
な
文
章
に
使
用
さ
れ
る
「
堅
固
」
で
あ
り
、
今
一
つ
が
、
公
家
日
記
を
中
心
と
し
て
使
用
さ
れ
る
、
「
物
忌
」
と
密

接
に
結
び
つ
い
た
「
堅
固
」
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
例
を
挙
げ
て
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
、
以
下
用
例
と
し
て
掲
げ
る
「
堅
固
」
　
の
例
が

音
読
さ
れ
た
も
の
か
、
或
い
は
「
カ
タ
シ
」
と
い
う
よ
う
に
訓
読
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
存
す
る
が
、
三
巻
本
色
葉
芋
類

抄
に
音
読
形
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
他
、
仮
名
書
例
・
附
訓
例
か
ら
、
音
読
さ
れ
、
漢
語
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
良
い
と

思
わ
れ
る
。

先
ず
、
仏
教
語
と
と
も
に
用
い
ら
れ
、
極
て
仏
教
色
の
濃
厚
な
文
章
に
使
用
さ
れ
た
「
堅
固
」
の
例
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

○
無
塵
賛
珠
閤
　
堅
固
金
剛
堵
　
（
遍
照
発
揮
性
霊
集
巻
第
一
・
遊
山
慕
仙
詩
）

○
習
字
法
門
。
道
心
堅
固
。
読
諦
法
華
。
　
（
大
日
本
国
法
華
験
記
零
下
・
樗
厳
院
源
信
僧
都
）

〇
二
僧
一
心
堅
固
。
昼
読
法
華
経
。
夜
念
弥
陀
仏
。
　
（
同
右
・
大
日
寺
近
辺
老
女
）

（
心
力
）

○
幸
甚
幸
甚
、
李
達
忠
直
、
道
□
堅
固
、
随
囲
載
虹
、
再
赴
小
国
、
蓮
浪
存
命
、
廻
在
於
今
也
、
　
（
平
安
遺
文
八
四
五
四
一
）
僧
円
珍
書
状
・

元
慶
六
年
）



○
右
、
被
同
日
府
牒
偶
、
参
詣
彼
寺
拝
悌
之
虞
、
堅
固
道
心
忽
然
巻
起
、
　
（
平
安
遺
文
八
三
七
五
）
筑
前
国
観
世
音
寺
牒
案
・
長
徳
四
年
）

○
道
心
堅
固
　
日
夜
蹄
依
併
法
。
　
（
新
猿
楽
記
）

○
云
、
…
…
道
心
堅
固
必
可
逐
志
者
、
病
悩
除
愈
心
閑
入
道
如
何
、
　
（
権
記
・
長
徳
四
年
三
月
三
日
）

○
入
道
納
言
命
日
、
…
…
但
法
師
之
行
始
終
甚
難
、
若
道
心
堅
固
、
錐
在
俗
票
、
興
隆
悌
法
、
不
退
慈
悲
者
上
計
也
、
　
（
権
記
・
長
保
三

年
正
月
七
日
）

こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、
「
堅
固
」
が
仏
教
語
「
道
心
」
「
金
剛
」
「
法
華
経
」
「
念
仏
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
仏
教
的
色
彩
の
濃
い

文
章
に
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
又
、
成
立
は
院
政
期
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
昔
物
語
集
で
は
次
に
掲
げ
る
十
二
例

の
「
堅
固
」
が
見
ら
れ
る
。

○
父
ノ
頻
婆
沙
羅
王
ヲ
捕
ヘ
テ
幽
二
人
離
タ
ル
所
二
七
重
ノ
強
キ
室
ヲ
造
テ
其
ノ
内
二
籠
置
テ
堅
固
二
戸
ヲ
閏
テ
善
ク
門
ヲ
守
ル
人
ヲ
設
テ
誠
テ
云
ク
、

（
巻
第
三
・
阿
閣
世
王
教
父
王
語
第
二
十
七
）

○
而
ル
間
こ
、
道
心
堅
固
遠
類
レ
　
現
世
ノ
名
聞
・
利
養
ヲ
永
ク
弄
テ
、
偏
二
後
世
菩
提
ノ
事
㌢
思
ケ
ル
間
こ
、
　
（
巻
第
十
二
・
多
武
峰
増
賀

聖
人
語
第
三
十
三
）

○
而
ル
間
、
堅
固
こ
道
心
費
㍗
永
ク
現
世
ノ
名
聞
・
利
養
ヲ
弄
テ
＼
偏
。
後
世
ノ
悌
果
・
菩
提
ヲ
願
隼
　
（
巻
第
十
二
・
信
誓
阿
聞
梨
依
経

力
活
父
母
語
第
三
十
七
）

○
而
ル
間
、
堅
固
ノ
道
心
琴
丁
本
山
ヲ
去
け
ム
思
フ
心
付
ヌ
、
　
（
巻
第
十
三
・
陽
勝
修
苦
行
成
仙
人
語
第
三
）

○
此
レ
ヲ
思
フ
こ
、
本
ヨ
リ
堅
固
ノ
聖
人
二
非
㌢
俗
也
ト
云
竿
　
心
ヲ
費
シ
テ
出
家
・
入
道
シ
テ
、
懲
孟
慧
空
往
生
㌣
願
へ
バ
、
如
此
ハ
往
生
ス
ル

事
多
カ
リ
。
　
（
巻
第
十
五
・
河
内
国
入
道
尋
祐
往
生
語
第
三
十
二
）

○
而
ル
間
、
俄
こ
、
用
方
、
何
ナ
ル
事
力
有
ケ
ム
、
堅
固
二
道
心
ヲ
費
シ
テ
、
殊
二
地
蔵
菩
薩
ヲ
蹄
依
シ
奉
ケ
リ
。

菩
薩
豪
利
益
語
第
二
）

「
堅
固
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て

（
巻
第
十
七
・
紀
用
方
仕
地
蔵

一
七
一
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○
亦
、
道
心
堅
固
㌢
琴
廃
法
ヲ
修
行
ス
。
　
（
巻
第
十
七
・
僧
浄
源
祈
地
蔵
絹
与
老
母
語
第
九
）

○
其
ノ
後
、
揮
輿
堅
固
ノ
菩
提
心
ヲ
琴
7
、
本
寺
ヲ
去
テ
、
諸
ノ
山
ヲ
廻
り
流
浪
シ
テ
、
永
ク
彿
道
ヲ
修
行
シ
テ
退
ス
ル
事
売
シ
。
　
（
巻
第
十

七
・
三
井
寺
浄
照
依
地
蔵
助
得
活
語
第
十
九
）

○
亦
、
其
ノ
時
こ
、
参
河
入
道
寂
照
ト
云
フ
大
有
り
、
道
心
堅
図
㌢
世
ヲ
弄
ル
人
也
。
　
（
巻
第
十
七
・
依
地
蔵
助
活
人
造
六
地
蔵
語
第
二
十

三
）

○
法
師
ノ
云
ク
、
「
…
…
穿
く
人
二
不
令
知
㌢
　
堅
固
精
進
ヲ
七
日
シ
テ
、
…
⊥
　
（
巻
第
二
十
・
祭
天
狗
法
師
擬
男
習
此
術
語
第
九
）

○
某
日
ヨ
リ
堅
固
ノ
精
進
ヲ
始
テ
、
注
連
ヲ
曳
テ
、
人
二
モ
不
脅
㌣
籠
屠
テ
七
日
有
り
。
　
（
同
右
）

○
思
テ
云
、
「
…
七
日
堅
固
。
精
進
㌢
　
毎
日
。
水
ヲ
浴
テ
、
極
ク
準
笥
習
フ
事
項
㌣
…
⊥
　
（
巻
第
二
十
・
陽
成
院
御
代
瀧
口
金
使
行
語

第
十
）

十
二
例
の
う
ち
十
一
例
ま
で
が
「
道
心
」
「
精
進
」
「
菩
提
心
」
「
聖
人
」
と
い
う
仏
教
語
と
と
も
に
用
い
ら
れ
、
こ
れ
ら
も
亦
、
仏
教
的
な
色

彩
濃
厚
な
文
章
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
一
例
日
の
例
は
他
の
例
と
比
較
し
て
、
少
々
趣
の
異
な

っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「
堅
固
」
の
前
後
に
は
特
に
仏
教
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
例
文
だ
け
を
見

る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
仏
教
色
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
様
の
例
は
大
日
本
国
法
華
験
記
に
も
一
例
見
ら
れ
る
。

○
此
女
以
厚
板
令
造
蔵
代
。
極
令
堅
固
。
　
（
大
日
本
国
法
華
験
記
零
下
・
山
城
国
久
世
郡
女
人
）

こ
の
よ
う
な
例
は
、
仏
教
と
は
切
離
し
て
考
え
る
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
説
話
全
体
の
内
容
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
仏
教
的
な
色

彩
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
仏
教
語
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
仏
教
的
色
彩
の
濃
い
文

（2）

章
の
中
で
使
用
さ
れ
る
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
は
次
の
よ
う
な
「
堅
固
」
の
使
用
が
見
ら
れ
る
。

○
今
明
堅
固
御
物
忌
、
仇
不
参
申
、
　
（
小
右
記
・
天
元
五
年
二
月
十
五
日
）



○
早
朝
罷
出
、
参
円
融
寺
、
乗
晩
罷
出
、
明
日
物
忌
堅
固
、
仇
不
候
宿
、
　
（
小
右
記
・
寛
和
元
年
六
月
二
十
三
日
）

○
今
朝
頭
中
将
被
示
云
、
依
物
気
申
、
自
明
日
二
箇
日
堅
固
御
物
忌
也
、
　
（
左
経
記
・
寛
仁
四
年
九
月
二
十
八
日
）

○
被
申
云
、
…
…
而
昨
今
堅
固
物
忌
候
天
不
能
早
参
、
　
（
春
記
・
長
久
元
年
九
月
二
十
一
日
）

○
天
晴
、
今
日
御
物
忌
堅
固
也
、
佃
不
退
出
、
　
（
水
左
記
・
康
平
七
年
四
月
十
九
日
）

○
答
云
、
相
富
堅
固
物
忌
、
可
催
他
人
者
、
　
（
帥
記
・
承
暦
四
年
八
月
十
六
日
）

こ
れ
ら
「
堅
固
物
忌
」
「
物
忌
堅
固
」
の
よ
う
な
例
の
他
に
、
次
の
よ
う
な
例
も
少
々
認
め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
物
忌
」
に
関
係
し
た
も

の
で
あ
る
。

○
府
生
保
方
申
云
、
馬
頭
能
通
令
申
云
、
寮
家
無
物
、
其
弁
太
多
、
層
光
方
申
鱒
積
、
俄
以
閲
怠
、
今
明
堅
固
身
懐
、
不
能
参
来
者
、
雑

事
聖
退
可
無
其
術
軟
、
　
（
小
右
記
・
寛
仁
元
年
十
二
月
二
十
八
日
）

○
頭
弁
迭
書
状
云
、
…
…
今
日
所
懐
堅
固
、
不
参
者
、
　
（
小
右
記
・
長
元
四
年
八
月
十
二
日
）

こ
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
公
家
日
記
に
は
「
物
忌
」
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
、
極
て
固
定
的
な
「
堅
固
」
の
使
用
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
公
家
日
記
の
中
で
「
物
忌
」
と
結
び
つ
か
な
い
「
堅
固
」
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、
先
に
仏
教
語
と
と
も
に
用
い
ら
れ
た
「
堅
固
」
の
例

と
し
て
挙
げ
た
権
記
の
み
で
あ
り
、
公
家
日
記
に
お
い
て
「
堅
固
」
が
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、
ま
ず
「
物
忌
」
と
結
び
つ
い
た
例
で
あ
る
と

考
え
て
も
良
い
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
堅
固
物
忌
」
「
物
忌
堅
固
」
と
い
う
表
現
が
平
安
時
代
の
総
て
の
公
家
日
記
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
と
言
う
と
、
そ
う
で

は
な
い
。
平
安
時
代
中
期
の
貞
信
公
記
・
九
暦
に
は
「
物
忌
」
と
結
び
つ
い
た
「
堅
固
」
の
例
が
な
く
、
小
右
記
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
権
記
・

御
堂
関
白
記
に
も
そ
の
例
が
見
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
、
「
堅
固
物
忌
」
「
物
忌
堅
固
」
と
い
う
表
現
が
公
家
日
記
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
平
安
時
代
中
期
末
か
ら
後
期
初
の
小
右
記
あ
た
り
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
次
第
に
公
家
日
記
全
体
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

「
堅
固
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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一
七
四

「
物
忌
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
す
る
と
、
「
堅
固
物
忌
」
「
物
忌
堅
固
」
と
い
う
表
現
の
見
ら
れ
な
い
、
貞
信
公
記
・
九
暦
・
権
記
・
御
堂

関
白
記
に
次
の
よ
う
な
例
が
存
す
る
。

○
依
固
物
忌
不
参
、
今
日
主
上
不
出
御
、
　
（
貞
信
公
記
・
延
喜
十
三
年
正
月
十
七
日
）

○
中
使
敦
敏
来
云
、
不
間
食
家
物
忌
、
除
目
議
始
、
而
固
物
忌
者
、
行
之
何
者
、
　
（
貞
信
公
記
・
天
慶
八
年
三
月
二
十
二
日
）

〔請〕

○
掌
客
使
内
蔵
頭
朝
忠
朝
臣
遠
来
、
左
大
臣
依
園
御
物
忌
、
不
能
申
滑
息
云
ミ
＼
　
　
（
九
暦
・
天
慶
八
年
正
月
五
日
・
九
條
殿
記
・
大
臣
家
大

饗
）

○
此
日
有
荷
前
事
、
下
官
依
普
殊
固
物
忌
、
欲
申
障
由
、
　
（
九
暦
・
天
慶
八
年
十
二
月
二
十
日
・
九
條
殿
記
・
荷
前
）

○
依
明
日
固
物
忌
退
出
、
　
（
権
記
・
寛
弘
八
年
三
月
十
八
日
）

○
天
晴
、
依
物
忌
固
寵
、
　
（
御
堂
関
白
記
・
寛
弘
元
年
閏
九
月
十
九
日
）

○
成
時
許
左
頭
中
将
脛
房
乗
云
、
右
大
臣
有
仰
乗
、
物
忌
固
、
以
人
非
可
示
者
、
錐
物
忌
重
相
合
、
　
（
御
堂
関
白
記
・
寛
弘
二
年
正
月
十
一

日
）

こ
れ
ら
の
公
家
日
記
で
は
「
固
物
忌
」
「
物
忌
園
」
と
い
う
表
現
で
「
堅
固
物
忌
」
「
物
忌
堅
固
」
と
同
じ
意
味
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
つ
ま

り
、
古
く
は
「
園
物
忌
」
「
物
忌
園
」
の
形
で
、
和
語
「
固
（
カ
タ
シ
）
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
所
へ
、
平
安
時
代
中
期
末
よ
り
新
た
に
漢
語
「
堅

固
」
が
入
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
「
固
物
忌
」
「
物
忌
固
」
が
「
堅
固
物
忌
」
「
物
忌
堅
固
」
に
そ
の
ま
ま
と
っ
て

か
わ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
小
右
記
・
左
経
記
・
春
記
に
も
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
「
固
（
堅
）
物
忌
」
「
物
忌
囲
（
堅
）
」
の
例
が
あ
り
、

そ
れ
以
降
も
後
二
條
師
通
記
・
中
右
記
、
更
に
明
月
記
等
鎌
倉
時
代
の
公
家
日
記
に
も
用
い
ら
れ
る
。

○
今
明
園
物
忌
、
間
門
、
　
（
小
右
記
・
寛
和
元
年
六
月
十
三
日
）

○
依
今
明
堅
御
物
忌
不
能
令
啓
者
、
　
（
小
右
記
・
永
詐
元
年
正
月
十
二
日
）

○
今
明
物
忌
堅
、
仇
不
参
院
、
　
（
小
右
記
・
永
詐
元
年
十
月
十
四
日
）



○
〔
今
明
海
政
依
固
御
物
忌
御
坐
里
第
、
位
有
害
令
旨
也
〕
　
　
（
左
経
記
・
寛
仁
元
年
八
月
二
十
三
日
・
割
書
部
）

○
今
明
園
物
忌
也
、
仇
間
門
禁
外
人
、
　
（
春
記
・
長
久
元
年
十
月
十
六
日
）

一
方
、
平
安
時
代
の
和
文
体
の
物
語
・
日
記
類
に
は
「
堅
固
」
の
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
僅
か
に
大
鏡
に
「
堅
固
物
忌
」
の
形
で
一

例
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
他
に
「
物
忌
」
と
結
び
つ
い
た
「
堅
固
」
の
例
と
し
て
は
、
雲
州
往
来
に
二
例
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

更
に
広
く
調
査
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
「
物
忌
」
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
「
堅
固
」
の
使
用
は
、
公
家
日
記
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
言
え
そ
う

で
あ
る
。
○
中
宮
樺
大
夫
殿
の
み
ぞ
、
堅
固
御
物
忌
に
て
、
ま
い
ら
せ
給
は
ざ
り
し
。
　
（
大
鏡
第
五
巻
・
藤
氏
物
語
）

ニ

　

　

　

　

ト

　

　

　

　

テ

　

　

ノ

　

イ

ミ

ニ

チ

ツ

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ニ

○
抑
一
日
可
レ
参
二
白
河
一
之
由
雄
レ
有
二
誘
－
引
】
依
二
堅
固
物
忌
一
蟄
。
（
入
）
居
之
間
不
レ
能
二
参
合
一
　
（
雲
州
往
来
巻
上
・
十
二
返
状
）

ケ

ン

コ

ノ

　

　

イ

ミ

ニ

　

　

　

キ

ヨ

　

フ

　

ト

○
昨
今
依
二
堅
固
御
物
忌
一
令
二
籠
畢
給
之
由
云
く
　
（
雲
州
往
来
巻
上
・
二
十
一
往
状
）

以
上
の
よ
う
に
平
安
時
代
の
「
堅
固
」
は
、
「
か
た
い
こ
と
」
「
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
」
又
「
丈
夫
」
と
い
う
中
国
の
文
献
に
見
ら
れ

る
意
味
を
受
継
い
だ
も
の
で
は
あ
る
が
、
広
く
一
般
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
使
用
実
態
は
、
使
用
場
面
・
文
体

に
偏
り
が
あ
り
、
仏
教
語
と
と
も
に
使
用
し
た
り
、
仏
教
色
の
濃
い
文
章
の
中
で
用
い
ら
れ
る
と
い
う
、
極
て
限
定
さ
れ
た
場
で
の
使
用
、

或
い
は
、
公
家
日
記
を
中
心
と
す
る
、
「
物
忌
」
と
結
び
つ
い
た
極
て
固
定
的
な
使
用
の
二
つ
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
限
定
的
・
固
定
的
な
使
用
の
理
由
の
一
つ
は
、
中
国
に
お
け
る
「
堅
固
」
の
使
用
状
況
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
に

思
わ
れ
る
。
本
節
冒
頭
で
は
、
中
国
の
漢
籍
・
仏
典
に
使
用
さ
れ
た
「
堅
固
」
の
例
を
五
例
ず
つ
掲
げ
た
が
、
実
際
に
用
例
を
検
索
す
る
と
、

仏
典
に
お
け
る
「
堅
固
」
の
使
用
例
が
大
変
豊
富
で
あ
る
の
に
対
し
、
漢
籍
に
お
け
る
使
用
例
は
極
て
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
「
堅
固
」
は
漢
訳
仏
典
中
の
言
葉
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
仏
教
的
色
彩
の
濃
い
文
章
中
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
公
家
日
記
に
お
い
て
「
物
忌
」
と
結
び
つ
く
理
由
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
っ
き
り

し
た
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
。
今
後
更
に
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

「
堅
固
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

二
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
「
堅
固
」

院
政
・
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
、
平
安
時
代
に
見
ら
れ
た
二
つ
の
偏
り
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

先
ず
、
仏
教
語
と
と
も
に
用
い
た
り
、
仏
教
色
の
濃
い
文
章
の
中
で
使
用
さ
れ
る
「
堅
固
」
の
例
は
、
拾
遺
往
生
伝
・
法
華
百
座
間
書
抄
・

歎
異
抄
と
い
っ
た
仏
教
関
係
の
文
献
に
見
出
さ
れ
る
他
、
古
事
談
・
宇
治
拾
遺
物
語
等
の
説
話
集
や
平
家
物
語
に
も
見
出
さ
れ
る
。

○
顕
密
相
乗
。
道
心
堅
固
。
　
（
拾
遺
往
生
伝
巻
中
・
沙
弥
薬
延
）

○
前
阿
波
守
高
階
章
行
母
堂
者
。
作
尼
之
後
廿
余
年
。
錐
非
堅
固
。
不
怠
念
仏
。
　
（
拾
遺
往
生
伝
巻
中
・
章
行
母
尼
）

○
イ
ヨ
ノ
＼
道
心
堅
固
ニ
シ
テ
此
ノ
繹
ヲ
受
持
ス
ル
コ
ト
敷
ス
オ
ホ
シ
。
　
（
法
華
百
座
間
書
抄
・
オ
一
五
九
）

○
和
讃
こ
イ
バ
ク
　
金
剛
堅
固
ノ
信
心
ノ
サ
タ
マ
ル
ト
キ
ヲ
　
マ
チ
ヱ
テ
ソ
　
（
歎
異
抄
・
下
六
九
）

○
冥
官
申
云
。
「
…
…
令
二
病
患
ぺ
以
二
二
慣
一
加
持
。
伴
僧
凝
二
堅
固
之
信
心
4
替
二
己
命
一
令
二
祈
請
一
有
二
効
験
ペ
…
…
」
　
　
（
古
事
談
第
五
・

長
芋
於
冥
途
抱
鋼
柱
事
）

○
内
記
上
人
寂
心
と
い
ふ
人
あ
り
け
り
。
道
心
堅
固
の
人
也
。
　
（
宇
治
拾
遺
物
語
・
内
記
上
人
法
師
陰
陽
師
紙
冠
破
事
）

○
念
珠
な
ど
を
も
、
わ
ざ
と
も
た
ず
し
て
、
只
心
中
の
道
心
は
、
禰
堅
固
に
、
行
ひ
け
り
。
　
（
宇
治
拾
遺
物
語
・
仁
戒
上
人
往
生
事
）

O
「
上
人
道
心
堅
固
に
し
て
、
難
行
苦
行
し
給
事
は
、
世
以
し
れ
り
。
…
…
」
　
　
（
古
今
著
聞
集
第
二
・
第
五
十
七
話
）

○
能
々
信
心
ヲ
堅
固
ニ
シ
テ
大
聖
ノ
化
儀
ヲ
ウ
タ
カ
ハ
サ
レ
　
（
沙
石
集
（
渡
辺
本
）
巻
二
・
菩
薩
之
利
生
代
受
苦
事
）

○
大
乗
ノ
修
行
コ
レ
ラ
ヲ
ワ
キ
マ
へ
テ
信
心
ヲ
堅
固
ニ
シ
偏
少
邪
路
二
人
へ
カ
ラ
ス
　
（
沙
石
集
（
渡
辺
本
）
巻
十
・
得
儒
教
之
宗
旨
人
事
）

l

一

ノ

○
又
秘
蔵
三
密
之
深
渾
堅
固
無
動
縛
】
　
（
延
慶
本
平
家
物
語
・
五
末
3
1
オ
）

又
、
古
文
書
・
公
家
日
記
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

（家）

○
従
一
位
藤
原
朝
臣
道
1
信
心
堅
固
、
敬
啓
　
（
鎌
倉
遺
文
八
四
六
九
二
）
九
條
道
家
願
文
・
天
福
二
年
）



○
於
道
心
堅
固
聾
者
、
不
及
異
儀
、
而
或
喰
魚
鳥
、
招
寄
女
人
、
或
結
薫
類
、
窓
好
酒
宴
之
由
、
遍
有
聞
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
四
七
九
八
）

関
東
評
定
草
書
・
文
暦
二
年
）

（
マ
マ
）

○
こ
ひ
ね
は
く
ハ
大
明
神
、
哀
愁
を
た
れ
て
、
か
の
心
を
し
て
如
法
の
手
心
堅
固
な
ら
し
め
給
へ
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
六
七
二
三
）
九
條
道
家

願
文
・
寛
元
四
年
）

心

○
従
在
世
正
法
之
昔
、
至
滅
後
末
法
之
今
、
道
○
堅
固
之
輩
、
令
乞
食
、
求
彿
道
、
有
心
之
人
不
軽
之
、
邪
見
之
誹
何
恥
之
、
（
鎌
倉
遺

文
八
二
∪
八
六
七
）
尊
光
鯛
断
置
文
・
文
永
八
年
）

ケ

イ

ツ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ

ン

コ

　

シ

ン

シ

ム

○
コ
ノ
系
冒
ニ
ッ
ラ
ナ
ル
ト
モ
、
カ
コ
ト
こ
堅
固
ノ
信
心
ヲ
カ
キ
ト
シ
テ
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
二
九
五
二
四
二
流
相
承
系
図
置
文
・
嘉
暦
元

年
）

○
今
日
右
大
臣
、
〔
左
大
略
〕
於
中
院
事
、
巳
被
遁
世
、
（
中
略
）
巳
凝
一
心
之
丹
情
、
被
地
雨
箇
之
重
職
、
蹄
悌
之
志
甚
深
無
極
、
功
徳
之

鈴
堅
固
、
不
少
者
欺
、
　
（
兵
範
記
・
久
寿
元
年
五
月
二
十
八
日
）

○
又
始
行
此
善
之
最
前
、
費
堅
固
之
信
心
、
其
後
連
々
欣
求
極
欒
之
□
連
綿
不
絶
、
　
（
平
戸
記
・
仁
治
元
年
十
二
月
十
四
日
）

○
聞
此
事
可
聴
聞
之
由
有
懇
命
、
仇
而
壷
禰
説
法
之
時
孝
心
之
上
、
今
日
念
備
起
堅
固
之
心
云
々
、
（
平
戸
記
・
寛
元
三
年
十
月
二
十
五
日
）

説
話
集
・
軍
記
物
語
・
古
文
書
・
公
家
日
記
と
幅
広
い
文
献
に
見
ら
れ
る
が
、
「
道
心
」
「
信
心
」
等
の
仏
教
語
と
と
も
に
用
い
ら
れ
た
り
、

仏
教
説
話
や
願
文
・
表
白
等
、
使
用
さ
れ
る
文
献
・
文
書
の
内
容
が
仏
教
的
色
彩
濃
厚
で
あ
る
こ
と
は
、
平
安
時
代
と
同
様
で
あ
る
。

次
に
、
「
物
忌
」
と
結
び
つ
い
た
「
堅
固
」
の
例
も
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
を
通
し
て
公
家
日
記
に
限
っ
て
見
出
さ
れ
、
公
家
日
記
以
外
の
文

献
に
は
そ
の
例
を
見
な
い
よ
う
で
あ
る
。
前
代
に
引
続
い
て
公
家
日
記
を
中
心
と
し
た
固
定
的
な
使
用
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

○
語
云
、
従
今
日
六
ケ
日
殿
下
堅
固
御
物
忌
也
、
　
（
中
右
記
・
永
長
元
年
九
月
八
日
）

○
而
今
日
彼
御
方
堅
固
御
物
忌
也
、
佃
不
可
乗
、
　
（
長
秋
記
・
天
承
元
年
四
月
十
六
日
）

○
今
日
右
大
所
伊
濠
守
於
達
家
、
又
堅
固
物
忌
云
々
、
　
（
兵
範
記
・
保
元
元
年
四
月
十
七
日
）

「
堅
固
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

○
予
今
日
堅
固
物
忌
也
、
然
而
蟄
居
不
穏
便
、
佃
参
内
、
　
（
山
塊
記
・
応
保
元
年
四
月
二
十
二
日
）

○
依
二
堅
固
物
忌
」
明
後
日
可
二
持
来
一
之
由
仰
了
、
　
（
玉
葉
・
嘉
応
二
年
七
月
十
日
）

○
維
t
物
忌
－
強
不
二
堅
固
】
之
由
、
陰
陽
師
先
例
不
レ
博
、
　
（
玉
葉
・
文
治
二
年
二
月
十
四
日
）

○
今
明
宮
堅
固
御
物
忌
云
々
、
　
（
明
月
記
・
正
治
元
年
九
月
一
日
）

○
院
中
堅
固
御
物
忌
也
、
〔
依
蓮
花
王
院
火
事
御
占
也
〕
外
宿
人
不
参
、
但
不
被
閉
門
云
く
、
　
（
同
産
関
白
記
・
建
長
元
年
三
月
二
十
八
日
）

○
少
時
参
内
、
奏
勅
定
之
趣
、
可
烏
堅
固
御
物
忌
之
由
被
仰
下
、
　
（
勘
仲
記
・
弘
安
七
年
閏
四
月
二
十
五
日
）

と
こ
ろ
で
、
平
安
時
代
か
ら
の
「
堅
固
」
の
例
と
は
別
に
院
政
・
鎌
倉
時
代
に
は
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
「
堅
固
」
の
使
用
例
が
見
ら
れ
る
。

○
江
州
逆
賊
進
攻
寄
、
仇
守
護
開
く
、
警
固
路
ミ
＼
其
口
富
寺
領
小
路
多
く
由
間
食
之
、
堅
固
切
塞
之
、
不
可
令
往
返
上
下
請
人
、
（
平

安
遺
文
八
三
九
四
〇
）
高
倉
上
皇
院
宣
・
治
承
四
年
）

○
又
本
の
築
垣
の
く
つ
れ
残
た
る
を
、
や
か
て
築
籠
て
候
な
る
間
に
、
始
終
不
可
堅
固
、
凡
も
練
に
つ
き
か
た
め
て
、
無
下
に
よ
は
く
候

云
ミ
＼
　
　
（
鎌
倉
遺
文
八
六
一
三
）
守
覚
法
親
王
御
教
書
・
建
久
三
年
）

○
な
は
て
堅
固
な
れ
と
も
、
蟻
穴
あ
れ
は
必
終
に
湛
へ
た
る
水
の
た
ま
ら
さ
る
か
如
し
、

（
鎌
倉
遺
文
八
一
二
〇
二
）
日
蓮
書
状
・
建
治

元
年
）

○
　
出
仕
坐
之
次
第

犬
丸
方
寵
所

武
恒
方
平
山
横
所
地

此
外
者
、
自
居
二
可
有
候
、
各
く
出
仕
無
沙
汰
不
可
有
候
、
若
無
沙
汰
候
ハ
ゝ
、
堅
固
大
宮
司
成
敗
可
致
候
者
也
、
　
（
鎌
倉
遺
文
（
一

五
四
九
七
）
筑
前
水
原
若
宮
杜
村
々
相
撲
次
第
・
弘
安
八
年
）

こ
れ
ら
の
「
堅
固
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
「
堅
固
」
の
意
味
と
同
様
に
「
か
た
い
こ
と
」
「
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
」
又
「
丈
夫
」

の
意
味
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
し
か
し
、
仏
教
語
と
と
も
に
用
い
ら
れ
た
り
、
仏
教
色
の
濃
厚
な
文
章
の
中
で
使
用
さ
れ
る
「
堅
固
」
の



中
に
は
位
置
付
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
「
物
忌
」
と
結
び
つ
い
た
「
堅
固
」
で
も
な
い
。
但
し
、
日
蓮
書
状
（
鎌
倉
遺
文
八
一
二
〇

二
）
）
の
例
は
、
仏
法
を
誓
え
を
も
っ
て
説
く
部
分
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
書
状
全
体
か
ら
仏
教
色
を
指
摘
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
前
節
で
触
れ
た
大
日
本
国
法
華
験
記
・
今
昔
物
語
集
の
二
例
に
通
ず
る
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
日
蓮
書

状
以
外
の
例
に
お
い
て
は
、
そ
の
文
書
の
内
容
を
仏
教
的
な
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
平
安
時
代
に
は
仏
教
語
と
と
も
に
用
い
ら
れ
、
仏
教
的
色
彩
の
濃
厚
な
文
章
の
中
で
使
用
さ
れ
て
き
た
「
堅
固
」
が
、
大
日

本
国
法
華
験
記
・
今
昔
物
語
集
・
日
蓮
書
状
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
仏
教
語
と
と
も
に
は
使
用
さ
れ
な
い
が
、
仏
教
的
色
彩
の
濃
い
文
章
に

使
用
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
用
い
ら
れ
方
を
経
て
、
仏
教
的
な
文
章
以
外
の
文
章
で
も
用
い
ら
れ
は
じ
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
漢
語
本
来
の
意
味
を
保
持
し
た
ま
ま
、
仏
教
的
な
色
彩
の
濃
い
文
章
か
ら
更
に
広
く
、
そ
れ
以
外
の
文
章
に
も
用
い
ら
れ

は
じ
め
た
「
堅
固
」
　
は
、
南
北
朝
・
室
町
時
代
に
も
多
く
見
ら
れ
、
現
代
語
の
　
「
堅
固
」
　
へ
と
連
続
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

○
任
昔
例
致
沙
汰
之
旨
、
堅
固
二
寺
社
職
可
動
由
、
御
支
配
可
有
之
也
、
　
（
南
北
朝
遺
文
九
州
編
八
一
六
二
二
）
大
宰
大
武
某
書
下
・
暦
応

三年）

○
鎮
西
大
将
下
向
之
後
、
被
参
入
干
己
高
崎
城
、
殊
木
付
城
堅
固
出
丸
用
意
兵
船
等
之
事
、
今
川
了
俊
・
大
友
親
世
注
進
之
趣
、
　
（
南
北

朝
遺
文
九
州
編
八
四
九
〇
二
）
室
町
幕
府
御
教
書
写
・
応
安
四
年
）

○
去
月
着
善
道
寺
〔
念
備
寺
自
此
御
在
所
四
里
跡
〕
候
、
彷
堅
固
之
御
用
心
之
問
、
近
日
可
移
上
妻
方
之
由
其
開
催
、
　
（
南
北
朝
遺
文
九

州
編
八
五
三
九
四
）
　
宗
金
書
状
写
‥
水
和
三
年
）

○
凶
徒
以
大
勢
、
自
方
々
襲
来
之
虞
、
依
堅
固
之
防
戦
、
悉
退
散
、
　
（
南
北
朝
遺
文
九
州
編
八
六
八
二
一
）
良
成
親
王
書
状
・
無
年
号
）

○
金
鬼
ハ
其
身
堅
固
こ
シ
テ
、
矢
ヲ
射
ル
ニ
立
ズ
。
　
（
太
平
記
第
十
六
）

○
丹
州
氷
所
保
本
所
訴
間
事
、
堅
固
有
密
語
、
令
悦
耳
而
巳
、
　
（
康
富
記
・
康
正
元
年
十
月
八
日
）

○
小
節
ヲ
守
タ
ル
髄
ハ
小
石
ノ
堅
固
ナ
ル
ヤ
ウ
也
。
　
（
応
永
本
論
語
抄
・
子
路
第
十
三
）

「
堅
固
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
諸
　
研
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○
世
界
ノ
者
ハ
我
力
心
ノ
金
石
ヨ
リ
モ
倫
堅
固
ナ
ル
コ
ト
ヲ
不
知
不
信
也
　
　
（
四
河
入
海
・
八
ノ
三
・
4
4
オ
）

○
石
室
ヲ
シ
テ
司
馬
桓
魅
力
身
ヲ
蔵
メ
千
萬
年
モ
堅
固
ニ
ノ
其
身
ヲ
葬
テ
ヲ
カ
ウ
ト
ス
レ
ト
モ
　
（
四
河
入
海
二
八
ノ
∵
5
5
オ
）

○
モ
シ
賢
人
ヲ
得
タ
ラ
ハ
国
家
ハ
堅
固
こ
ア
ラ
ウ
ソ
　
　
（
毛
詩
抄
・
一
九
・
7
オ
）

さ
て
、
平
安
時
代
以
来
の
限
定
的
・
固
定
的
な
使
用
か
ら
、
そ
の
使
用
の
場
を
拡
大
し
た
「
堅
固
」
は
、
更
に
意
味
も
拡
大
・
変
化
し
、

「
完
全
な
こ
と
」
「
全
い
こ
と
」
と
い
う
意
味
を
持
ち
、
「
全
く
」
と
解
釈
で
き
る
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

○
致
経
云
。
…
…
致
脛
ノ
難
璽
覇
謬
候
。
堅
固
園
田
舎
人
言
。
不
レ
知
二
子
細
ペ
定
令
レ
現
二
元
礼
一
欺
云
々
。
（
古
事
談
第
四
・
保
昌

下
向
丹
後
時
蓬
平
五
大
夫
事
（
宇
治
拾
遺
物
語
・
十
訓
抄
に
同
説
話
例
あ
り
）
）

○
木
曽
義
仲
ハ
都
ノ
守
護
こ
テ
有
ケ
ル
カ
ミ
メ
形
キ
ヨ
ケ
こ
テ
吉
男
こ
テ
有
ケ
レ
ト
モ
立
居
ノ
振
舞
ノ
無
骨
サ
物
ナ
ム
ト
云
タ
ル
詞
ツ
キ

ノ
頑
ナ
サ
堅
固
ノ
田
舎
人
ニ
テ
浅
猿
ク
ヲ
カ
シ
カ
リ
ケ
リ
　
　
（
延
慶
本
平
家
物
語
・
四
3
6
オ
）

○
い
ま
だ
堅
固
か
た
は
な
る
よ
り
上
手
の
中
に
ま
じ
り
て
　
　
（
徒
然
草
・
第
一
五
〇
段
）

○
而
以
新
儀
、
去
く
年
去
年
堅
固
未
済
、
両
年
之
間
、
一
向
以
押
領
之
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
四
五
〓
二
）
八
幡
石
清
水
宮
寺
申
文
・
天
福
元
年
）

○
烏
遠
目
科
、
凌
礫
官
僚
、
刃
傷
軋
㌘
随
法
師
吉
清
等
、
打
殺
黒
谷
承
仕
法
師
由
、
注
申
堅
固
無
害
、
（
鎌
倉
遺
文
〈
八
三
四
〇
〉
二

所
大
神
宮
禰
宜
等
陳
状
・
正
嘉
三
年
）

○
堅
固
濁
水
罷
成
候
之
間
、
汲
仕
所
□
□
借
候
之
間
、
暫
不
汲
□
候
ら
ん
は
と
、
罷
移
五
大
堂
（
以
下
尾
欠
）
　
　
（
鎌
倉
遺
文
八
二
五
七

六
）
法
規
書
状
・
文
永
十
一
年
）

（
マ

○
宗
氏
陳
申
云
、
依
拙
父
之
科
、
面
ミ
逐
電
之
条
、
全
無
其
儀
、
堅
固
虚
誕
也
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
一
三
〇
六
四
）
若
狭
太
良
荘
百
姓
藤
井
氏

マ
）宗
陳
状
案
・
弘
安
元
年
）

○
抑
雑
掌
中
状
云
、
致
苛
法
認
責
云
く
、
此
條
堅
固
之
虚
誕
也
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
二
五
九
二
〉
造
豊
受
大
神
宮
紳
部
陳
状
案
・
弘
安
九
年
）

○
所
詮
、
早
停
止
堅
固
之
為
訴
、
任
建
永
済
例
、
可
令
究
済
之
由
、
烏
被
仰
下
、
披
陳
言
上
如
件
、
　
（
同
右
）



○
全
不
下
給
之
由
、
言
上
之
条
、
堅
固
謀
論
候
、
彼
六
具
装
束
者
、
定
使
請
取
之
上
者
、
有
御
尋
、
不
可
有
其
障
候
欺
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
二

二
九
六
三
）
伴
重
方
陳
状
案
・
徳
治
二
年
）

○
堅
固
矯
餅
、
非
御
信
用
之
限
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
二
八
一
九
三
）
播
磨
大
部
荘
公
文
後
家
陳
状
・
元
亨
二
年
）

○
も
と
よ
り
忍
西
に
申
あ
は
せ
さ
る
う
へ
、
け
ん
こ
よ
う
ち
の
間
、
す
へ
て
も
て
存
ち
仕
す
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
二
八
八
三
九
）
忍
西
申
状
・

元
亨
四
年
）

○
抑
留
毎
年
四
百
五
十
余
貫
之
由
令
言
上
之
條
、
堅
固
不
安
也
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
三
一
七
四
五
）
美
濃
茜
部
荘
地
頭
代
俊
行
陳
状
案
・
元
徳
四

年
）

○
次
久
我
前
内
府
申
之
、
堅
固
微
言
之
間
座
下
者
不
聞
及
、
逐
可
尋
記
之
、
　
（
平
戸
記
・
寛
元
三
年
二
月
十
日
）

○
〔
薄
色
指
貫
不
著
下
袴
上
紙
、
騎
馬
之
後
指
貫
可
萎
□
□
□
□
着
布
下
袴
、
其
寸
法
常
ノ
ヨ
リ
ハ
短
也
、
是
堅
固
ノ
今
案
也
〕
　
（
妙
視

記
・
文
応
元
年
四
月
二
十
四
日
・
割
書
部
）

○
神
泉
御
讃
脛
昨
日
被
結
願
云
々
、
堅
固
夕
立
片
時
也
、
錐
潤
宮
庭
、
不
及
国
土
之
潤
澤
、
洛
中
猶
所
々
雨
降
云
々
、
　
（
吉
続
記
・
文
永

十
年
六
月
二
十
九
日
）

（3）

こ
れ
ら
は
「
堅
固
十
名
詞
」
或
い
は
「
堅
固
＋
の
＋
名
詞
」
と
い
う
連
体
修
飾
の
形
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
全
く
」
の
意
の
「
堅
固
」
は
連
体
修
飾
用
法
の
み
で
は
な
く
、
連
用
修
飾
用
法
を
も
有
し
て
、
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

○
予
端
肴
進
立
上
卿
前
、
左
衛
門
佐
隆
仲
、
右
衛
門
権
佐
宗
方
相
従
、
（
中
略
）
上
卿
端
筋
南
向
二
坐
成
天
被
間
、
タ
ゾ
、
予
科
〔
微
音
殊

不
聞
程
、
〕
ヒ
ダ
ン
ノ
チ
カ
イ
マ
モ
リ
ノ
ツ
カ
サ
ノ
カ
ン
ノ
ス
ナ
イ
ス
ケ
藤
原
く
く
、
隆
仲
堅
固
不
問
、
右
ノ
ユ
ゲ
ヰ
ノ
ツ
カ
サ
ノ
カ
ン

ノ
ス
ケ
宗
方
粗
聞
程
也
、
　
（
明
月
記
・
連
久
九
年
正
月
十
一
日
）

○
令
尋
問
、
大
臣
殿
御
前
令
絶
大
給
云
々
、
（
中
略
）
人
々
維
有
周
章
之
気
、
昔
時
令
復
例
給
之
由
侍
等
構
之
云
々
、
自
去
六
日
赤
痢
病
大

「
堅
固
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

事
御
坐
、
堅
固
無
御
食
事
云
々
、
　
（
明
月
記
・
正
治
二
年
七
月
十
三
日
）

○
御
個
物
念
之
由
人
々
告
之
、
早
旦
馳
参
、
去
夜
今
朝
有
種
々
御
所
等
、
御
温
気
俄
盛
、
供
御
事
堅
固
不
通
、
近
臣
集
合
、
　
（
明
月
記
・

元
久
元
年
六
月
二
十
八
日
）

○
参
御
前
、
仰
云
、
稽
大
夫
、
宰
相
中
将
各
有
障
之
事
、
堅
固
無
人
只
一
人
也
、
散
位
又
有
例
云
々
、
　
（
明
月
記
・
建
暦
二
年
七
月
二
十

日
）

○
直
寒
今
夜
可
努
身
由
雄
示
、
今
夜
猶
間
堅
固
無
人
由
、
可
参
大
忌
帳
由
領
状
了
云
々
、
　
（
明
月
記
・
嘉
頑
元
年
十
一
月
二
十
日
）

○
但
先
日
経
高
朝
臣
入
来
之
時
、
粗
示
此
旨
、
而
今
堅
固
不
達
子
細
者
、
似
予
之
僻
事
、
　
（
玉
薬
・
承
久
二
年
三
月
二
十
四
日
）

○
先
見
御
冠
、
堅
固
無
賛
、
金
銀
珠
玉
之
類
者
、
先
年
薦
盗
人
被
盗
取
欺
、
一
切
不
見
、
只
御
冠
羅
少
々
計
相
残
、
又
珠
玉
少
分
落
残
、

（
平
戸
記
・
仁
治
三
年
三
月
十
日
）

○
今
日
可
参
東
山
殿
御
八
講
、
是
去
今
日
頻
有
催
、
堅
固
無
人
云
々
、
　
（
平
戸
記
・
寛
元
二
年
三
月
七
日
）

○
雑
熱
加
療
治
催
臥
、
自
殿
下
此
間
頻
有
召
、
然
而
依
此
病
事
等
不
参
、
今
日
敷
度
錐
有
召
、
堅
固
不
及
安
座
、
仇
申
其
由
了
、
　
（
平
戸

記
・
寛
元
二
年
八
月
二
十
八
日
）

○
中
日
。
公
卿
大
略
参
。
而
御
随
身
等
堅
固
未
不
参
。
如
法
責
伏
云
々
。
　
（
後
伏
見
天
皇
御
記
・
延
慶
二
年
十
月
二
十
一
日
）

○
故
撮
政
殿
の
御
歌
よ
み
を
は
、
み
そ
か
こ
と
に
は
、
上
手
風
い
れ
た
て
ま
つ
り
た
る
や
に
お
ほ
え
候
き
、
富
時
の
を
そ
れ
候
世
間
を
は
、

又
故
と
の
ゝ
い
か
ゝ
候
哉
ら
ん
、
ま
し
な
ひ
ま
い
ら
せ
給
た
る
と
推
量
し
候
L
に
、
是
は
け
ん
こ
う
た
か
は
し
き
事
も
候
は
す
、
（
鎌

倉
遺
文
八
二
二
二
五
）
藤
原
定
家
書
状
・
建
保
四
年
）

○
噌
て
う
る
は
し
き
箭
を
は
げ
て
あ
て
が
は
ん
時
は
、
遠
物
近
物
、
大
な
る
物
小
き
も
の
、
す
べ
て
は
女
の
み
ん
所
に
て
も
、
亦
堅
固
に

人
の
み
ざ
ら
ん
所
な
ど
に
も
あ
れ
、
唯
御
所
の
御
弓
場
に
立
て
、
千
万
の
人
く
に
み
ら
る
ゝ
心
仕
に
て
、
儀
式
を
わ
す
れ
ず
、
あ
だ
に

は
物
を
射
る
べ
か
ら
ず
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
四
四
九
六
）
北
條
泰
時
書
状
・
天
福
元
年
）



○
麦
成
遍
返
答
云
、
…
…
但
可
被
廉
大
路
云
事
、
乗
都
不
被
鰯
之
間
、
日
東
堅
固
所
不
存
知
也
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
六
〇
六
一
）
成
遍
申
状
・

仁
治
三
年
）

○
於
智
心
者
、
彼
大
念
悌
仁
罷
向
天
、
結
線
申
一
切
不
候
也
、
印
猶
以
御
不
審
候
者
、
蓮
忍
房
二
有
御
尋
、
無
其
障
欺
、
堅
固
不
知
子
細

事
候
也
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
七
六
三
三
）
智
心
申
状
・
建
長
五
年
）

〇
八
月
廻
御
修
法
懲
仕
候
、
自
御
所
申
候
也
、
京
都
帝
堅
固
不
候
之
間
、
申
御
裏
候
也
、
（
鎌
倉
遺
文
八
一
四
〇
六
一
）
頼
誉
書
状
案
端
書
・

弘
安
三
年
）

○
雑
然
、
乍
弁
負
物
、
預
置
文
書
於
銭
主
之
旨
陳
中
条
、
古
今
未
曾
有
矯
飾
也
、
堅
固
無
陳
所
之
所
致
欺
、
　
（
鎌
倉
遺
文
八
一
七
八
六
四
）

こ
の
連
用
修
飾
用
法
の
「
堅
固
」
は
総
て
の
例
が
、
否
定
表
現
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
否
定
表
現
を
伴
う

陳
述
副
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
用
例
数
は
必
ず
し
も
多
い
と
は
言
え
ず
、
鎌
倉
時
代
で
は
十
四
世
紀
に
入
る
と
後
伏
見
天

皇
御
記
の
一
例
を
見
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
南
北
朝
期
の
園
太
暦
や
室
町
時
代
の
義
経
記
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ
り
、
少
な
い
な
が
ら

（5）

も
中
世
後
半
期
に
も
存
し
た
用
法
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

某
申
状
・
正
応
五
年
）

（4）

○
密
々
可
見
廻
之
由
有
仰
、
不
及
著
直
衣
、
軽
忽
之
由
雄
辟
申
、
堅
固
無
人
之
間
也
、
有
何
事
哉
之
由
有
仰
、

（
園
太
暦
・
康
永
三
年
十

月
二
十
三
日
）

○
（
弁
慶
）
「
御
連
の
膝
の
顧
ひ
様
を
見
る
に
、
堅
固
叶
ふ
ま
じ
。
…
…
」
　
（
義
経
記
・
第
五
）

○
（
畠
山
）
「
…
…
忠
信
程
の
剛
の
者
の
日
本
を
賜
ぶ
と
も
、
判
官
殿
の
御
心
ぎ
L
を
忘
れ
参
ら
せ
て
、
君
に
堅
固
使
は
れ
参
ら
せ
候
ま
じ

き
物
を
や
」
　
　
（
義
経
記
・
第
六
）

「
堅
固
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

二
「
　
「
全
く
」
の
意
味
の
「
堅
固
」
に
つ
い
て

本
節
で
は
、
「
全
く
」
　
の
意
味
の
「
堅
固
」
に
お
け
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
少
々
詳
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。

「
全
く
」
　
の
意
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
連
体
修
飾
用
法
の
「
堅
固
」
と
連
用
修
飾
用
法
の
「
堅
固
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
管
見
に
入
っ
た

も
の
を
時
代
別
に
ま
と
め
る
と
次
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

連
用
修
飾
用
法
の
「
堅
固
」
が
明
月
記
・
建
久
九
（
二
九
八
）
年
正
月
十
一
日
の
条
か
ら
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
連
体
修
飾
用
法
の
「
堅

固
」
は
十
三
世
紀
初
の
古
事
談
（
一
二
一
二
～
一
二
一
五
年
頃
成
立
）
が
初
出
例
と
な
り
、
連
用
修
飾
用
法
の
「
堅
固
」
の
出
現
が
若
干
早
い
よ

う
で
あ
る
が
、
十
数
年
の
差
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
程
問
題
と
は
な
ら
ず
、
両
用
法
と
も
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
に
出
現
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
両
用
法
の
差
異
と
し
て
顕
著
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
連
体
修
飾
用
法
の
「
堅
固
」
が
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
・
室

町
時
代
ま
で
通
し
て
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、
連
用
修
飾
用
法
の
「
堅
固
」
は
十
三
世
紀
後
半
以
降
、
そ
の
例
を
あ
ま
り
見
な
く
な
っ
て
く
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
は
「
全
く
」
の
意
の
「
堅
固
」
の
連
用
修
飾
用
法
に
つ
い
て
、
何
故
否
定
表
現
を
伴
う
よ
う
な
用
法
が
出
現
し
た
の
か
、
そ
し
て
何

故
十
三
世
紀
後
半
以
降
、
そ
の
例
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
る
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
、
「
全
く
」
の
意
の
「
堅
固
」
と
ほ
ぼ
意
味
を
同
じ

く
す
る
和
語
副
詞
「
マ
　
（
ッ
）
　
タ
ク
」
と
の
関
係
を
基
に
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

和
語
副
詞
「
マ
　
（
ッ
）
タ
ク
」
は
形
容
詞
「
マ
タ
シ
」
か
ら
生
ま
れ
た
副
詞
で
あ
り
、
「
完
全
に
」
「
こ
と
ご
と
く
」
、
又
、
否
定
表
現
を
伴

っ
て
「
決
し
て
」
「
絶
対
に
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
和
語
副
詞
「
マ
　
（
ッ
）
タ
ク
」
は
、
佐
藤
宣
男
氏
に
よ
れ
ば
平
安
時
代
中
期
末
の
宇
津

（6）

保
物
語
あ
た
り
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
今
、
「
マ
　
（
ッ
）
タ
ク
」
が
否
定
表
現
を
伴
う
か
、
肯
定
表
現
を
伴
う
か
と
い
う
こ
と
に
注
目

（7）

し
て
み
る
と
、
宇
津
保
物
語
に
見
ら
れ
る
五
例
の
副
詞
「
マ
　
（
ッ
）
タ
ク
」
全
例
が
肯
定
表
現
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

○
お
と
ゞ
「
…
…
よ
き
人
な
り
。
御
心
ま
た
く
た
し
か
に
、
物
轟
さ
ず
、
貯
へ
心
よ
く
知
り
て
、
こ
と
も
な
き
人
な
り
。
…
…
」
　
（
祭
の
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使
）

○
大
将
「
…
…
そ
れ
が
皆
書
き
讃
み
て
侍
り
け
る
。
〔
俊
蔭
の
朝
臣
の
せ
ち
書
き
讃
み
て
侍
け
る
〕
ま
た
く
細
か
に
し
て
侍
ル
め
り
。
…
…
」

（
蔵
開
上
）

○
（
大
将
）
「
こ
れ
を
い
と
全
く
返
し
奉
る
は
、
明
日
に
も
い
と
と
く
給
は
ら
ん
と
て
。
…
…
」
　
　
（
蔵
開
中
）

○
此
の
家
（
ノ
連
ノ
柴
刈
り
、
ソ
）
の
垣
い
と
全
く
新
し
く
造
り
て
槍
皮
の
御
殿
い
と
ヲ
か
し
げ
に
造
り
て
、
た
ゞ
這
ヒ
入
ル
ば
か
り
に

し
っ
ら
ひ
た
り
。
　
（
蔵
開
下
）

○
か
く
て
、
大
殿
の
町
は
殊
に
面
白
き
事
は
な
く
て
、
全
く
厳
し
。
　
（
国
譲
上
）

源
氏
物
語
に
は
二
例
存
し
、
肯
定
表
現
を
伴
う
も
の
と
否
定
表
現
を
伴
う
も
の
と
が
あ
る
。

○
い
と
、
ま
た
く
賢
き
君
に
て
、
思
ひ
取
り
て
け
れ
ば
、
日
を
だ
に
取
り
か
へ
で
、
ち
ぎ
り
し
碁
に
ぞ
、
お
は
し
始
め
け
る
。
　
（
東
屋
）

○
豪
家
の
あ
た
り
、
恐
ろ
し
く
煩
は
し
き
物
に
慣
り
お
ぢ
、
す
べ
て
、
い
と
、
ま
た
く
隙
間
な
き
心
も
あ
り
、
を
か
し
き
様
に
、
琴
・
笛

の
道
は
遠
う
、
弓
を
な
む
、
い
と
、
よ
く
引
き
け
る
。
　
（
東
屋
）

今
昔
物
語
集
に
は
十
八
例
の
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」
が
見
ら
れ
る
が
、
肯
定
表
現
を
伴
う
も
の
は
そ
の
う
ち
二
例
だ
け
で
あ
り
、
他
は
否
定

表
現
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

○
帝
尺
答
テ
云
ク
、
「
…
…
此
ノ
一
ノ
猿
ハ
前
生
ノ
功
徳
二
依
テ
六
根
ヲ
全
ク
具
撃
…
…
」
　
　
（
巻
第
五
・
舎
衛
国
鼻
鉄
猿
供
養
帝
釈
語
第
二
十

三
）

○
誓
ヲ
費
シ
テ
云
ク
、
「
元
始
ノ
罪
障
我
ガ
身
二
薫
入
シ
テ
、
今
生
二
全
ク
定
意
ノ
行
業
閲
ヌ
。
…
…
」
　
　
（
巻
第
十
三
・
比
叡
山
僧
明
秀
骸
諦
法
花

経
語
第
二
十
九
）

〇
三
人
許
知
テ
鈴
ノ
人
二
全
ク
不
令
知
ズ
。
　
（
巻
第
三
・
波
斯
匿
王
娘
金
剛
醜
女
語
第
十
四
）

○
太
子
ノ
云
ク
、
「
我
レ
若
シ
此
ノ
事
二
於
テ
欺
証
ノ
言
ヲ
致
サ
バ
、
我
ガ
身
全
ク
不
可
平
復
ズ
。
…
…
」
　
　
（
巻
第
五
・
波
羅
奈
国
羅
喉
大
臣
擬
罰
国



王
語
第
七
）

平
家
物
語
で
は
二
十
三
例
総
て
が
否
定
表
現
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。

○
（
忠
盛
）
　
「
ま
づ
郎
従
中
庭
に
砥
候
の
由
、
全
く
覚
悟
仕
ず
。
…
…
」
　
　
（
奄
第
一
）

○
ま
た
く
鷺
の
御
れ
う
に
は
あ
ら
ず
、
只
王
威
の
程
を
し
ろ
し
め
さ
ん
が
た
め
な
り
。
　
（
巻
第
五
）

こ
れ
ら
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」
は
、
平
安
時
代
に
は
肯
定
表
現
を
伴
う
例
が
中
心
で
あ
る
が
、
以
後
次
第
に
否
定

表
現
を
伴
う
例
が
増
え
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
公
家
日
記
に
お
い
て
も
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」
は
肯
定
表
現
を
伴
う
も
の
と
、
否
定
表

現
を
伴
う
も
の
が
あ
る
。

○
心
聾
闇
梨
云
、
昨
不
発
給
、
飲
食
甚
快
、
至
今
全
被
平
復
者
、
　
（
小
右
記
・
長
和
元
年
六
月
十
七
日
）

○
下
官
所
案
、
於
他
所
不
改
鋳
設
之
儀
、
有
異
例
也
、
於
本
所
不
改
、
是
保
全
案
外
事
也
、
伍
不
申
左
右
也
、
　
（
長
秋
記
・
大
治
四
年
七

月
十
二
日
）

○
余
云
、
…
…
東
門
巳
全
有
二
便
宜
↓
　
不
レ
可
レ
及
二
異
議
一
欺
、
（
玉
葉
・
文
治
三
年
九
月
九
日
）

○
真
髄
己
如
餓
鬼
、
全
無
血
肉
之
気
分
、
宛
如
枯
骨
、
　
（
春
記
・
長
暦
三
年
十
月
五
日
）

○
〔
而
近
来
異
音
微
、
全
不
レ
聞
、
仇
以
l
痩
身
若
官
人
一
令
レ
伺
⇒
見
之
い
故
責
也
、
〕
　
　
（
玉
葉
・
仁
安
二
年
正
月
十
六
日
・
割
書
部
）

平
安
時
代
中
期
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
公
家
日
記
六
点
を
取
上
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
日
記
に
見
ら
れ
る
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」

が
肯
定
表
現
を
伴
う
も
の
で
あ
る
の
か
、
否
定
表
現
を
伴
う
も
の
で
あ
る
の
か
に
分
類
し
て
、
そ
の
用
例
数
と
割
合
と
を
ま
と
め
た
も
の
が

次
頁
の
表
で
あ
る
。
表
に
は
、
参
考
ま
で
に
形
容
詞
「
全
シ
」
と
動
詞
「
全
ク
ス
」
に
つ
い
て
も
用
例
数
を
掲
げ
る
。
日
記
の
分
量
に
差
が

あ
り
、
用
例
数
そ
の
も
の
の
差
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
割
合
に
注
目
す
る
と
、
平
安
時
代
中
期
末
か
ら
後
期
の
小
右
記
・
春
記
で
は
肯

定
表
現
を
伴
う
例
が
七
割
か
ら
八
割
強
と
多
い
の
に
比
し
て
、
院
政
期
以
降
の
中
右
記
以
下
の
日
記
で
は
、
否
定
表
現
を
伴
う
も
の
が
い
ず

れ
も
九
割
以
上
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
堅
固
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

明 玉

葉

長 中 春

記

小 日

記
月 秋 右 右
記 記 記 記

】 一 一 一 一
九
年

代

一 一 一 ○ ○
1＼／／ 六 ○ 1＼ノ 二 1、ヽノ
○ 四 五 七 六 二
～

一 一 】 ー 一 一
二
＿
二 二 ＝ ○ ○

＿二
五
○
○
二
六
二
八
五
四
二
二

6 9 4 7 7 61
肯
定
表
現
を
伴
ぅ

全

ク

34 13 57 62 007 988

531 972 94 062 3 2
否
定
表
現
を
伴
ぅ

759 969 529 479 003 111

7 4 0 3 0 3 全
シ

2 5 0 0 2 2
全
ク
ス

※
「
全
ク
」
欄
の
下
段
の
数
字
は
「
全
ク
」
の
全
用
例
に
占
め
る
割
合
（
パ
ー
セ
ン
ト
）
。

こ
の
よ
う
に
、
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」
が
平
安
時
代
後
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
、
肯
定
表
現
を
伴
う
用
法
か
ら
否
定
表
現
を
伴
う

用
法
中
心
へ
と
変
化
し
た
こ
と
が
、
「
全
く
」
の
意
味
の
「
堅
固
」
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

院
政
期
に
入
っ
て
、
平
安
時
代
の
限
定
的
・
固
定
的
な
使
用
か
ら
そ
の
使
用
の
場
を
拡
大
し
た
「
堅
固
」
は
、
意
味
の
変
化
を
起
し
、
「
全
く
」

の
意
を
生
ず
る
に
至
る
。
そ
の
時
、
類
義
の
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」
は
否
定
表
現
を
伴
う
用
法
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
、
こ

の
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」
の
否
定
表
現
を
伴
う
用
法
の
存
在
が
類
推
を
呼
び
、
「
全
く
」
の
意
味
の
「
堅
固
」
も
亦
、
否
定
表
現
を
伴

ぅ
用
法
を
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
旦
否
定
表
現
を
伴
う
用
法
を
生
じ
た
も
の
の
、
同
様
の
意
味
・
用
法
を
有



す
る
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」
の
勢
力
の
強
さ
の
た
め
、
後
に
は
あ
ま
り
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
文
献
に
現
わ
れ
る
数
も
減
少
し

て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
「
全
く
」
の
意
味
の
「
堅
固
」
の
う
ち
、
連
体
修
飾
用
法
の
「
堅
固
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

鎌
倉
時
代
の
古
文
書
に
お
い
て
、
こ
の
「
堅
固
」
が
修
飾
す
る
名
詞
に
注
目
す
る
と
、
あ
る
種
の
名
詞
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ

れ
る
。
鎌
倉
遺
文
所
収
の
古
文
書
か
ら
、
「
全
く
」
の
意
味
の
「
堅
固
」
が
修
飾
す
る
名
詞
を
抜
き
出
し
、
そ
の
用
例
数
を
掲
げ
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

○
不
実
　
7
　
0
虚
誕
　
5

○
未
済
　
3
　
0
無
実
　
2
　
0
蔑
訴
　
l

○
謀
論
　
1
　
0
矯
飾
　
1
　
0
濁
水
　
l

○
幼
稚
　
1
　
0
枝
葉
　
l

こ
れ
に
依
る
と
、
「
不
実
」
「
虚
誕
」
「
無
実
」
「
蔑
訴
」
「
謀
論
」
「
矯
飾
」
と
い
う
事
実
に
合
わ
な
い
こ
と
、
偽
り
を
い
う
意
味
の
名
詞
が
大

半
を
占
め
て
い
る
C
こ
の
他
、
「
未
済
」
は
納
入
さ
れ
る
べ
き
貢
納
物
の
納
入
が
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
「
濁
水
」
は
生
活
用
水
が
濁
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
、
「
幼
稚
」
は
経
験
不
足
で
頼
り
な
い
こ
と
、
「
枝
葉
」
は
本
筋
で
は
な
い
分
派
で
あ
る
こ
と
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
全
体

と
し
て
、
望
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
、
不
都
合
な
事
等
、
負
の
方
向
に
位
置
す
る
名
詞
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
特
徴
は
古
文
書
に
限
ら
ず
、
古
事
談
・
平
家
物
語
等
の
文
学
作
品
に
お
い
て
も
指
摘
で
き
そ
う
で
あ
る
。
前
節
に
挙
例
し
た
古
事
談

の
例
で
は
、
致
経
が
自
ら
の
父
を
卑
し
め
て
「
堅
固
の
田
舎
人
」
と
言
い
、
平
家
物
語
で
も
同
じ
く
木
曽
義
仲
を
嘲
笑
す
る
か
の
如
く
「
堅

固
ノ
田
舎
人
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
両
者
に
見
ら
れ
る
「
田
舎
人
」
は
負
の
方
向
に
位
置
す
る
名
詞
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
徒
然
草
二
五

〇
段
の
例
は
、
未
熟
な
う
ち
か
ら
上
手
の
中
に
立
交
る
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
、
「
上
手
」
に
対
す
る
「
か
た
は
」
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
や
は
り
負
の
方
向
に
傾
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

公
家
日
記
に
つ
い
て
も
前
節
に
挙
げ
た
、
平
戸
記
（
寛
元
三
年
二
月
十
日
条
）
、
妙
椀
記
（
文
応
元
年
四
月
二
十
四
日
条
）
・
吉
続
記
（
文
永
十
年

六
月
二
十
九
日
条
）
を
例
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
「
堅
固
」
の
修
飾
す
る
名
詞
は
「
微
言
」
「
今
案
」
「
夕
立
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
堅
固
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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〇

名
詞
を
見
た
限
り
で
は
負
の
方
向
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
前
後
の
文
脈
を
勘
案
し
て
解
釈
を
試
み
る
な
ら
ば
次
の

よ
う
に
な
り
、
い
ず
れ
も
負
の
方
向
に
位
置
付
け
ら
れ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

○
微
言
（
平
戸
記
）
　
天
変
地
異
の
災
い
を
消
す
た
め
の
意
見
を
述
べ
る
場
面
。
先
に
意
見
を
述
べ
た
公
卿
の
声
は
、
は
っ
き
り
と
聞
え
た

の
で
あ
る
が
、
久
我
前
内
府
の
声
は
小
さ
す
ぎ
て
聞
え
な
か
っ
た
。

○
今
案
（
妙
椀
記
）
　
何
の
根
拠
も
な
い
、
思
い
付
き
の
案
。

○
夕
立
（
吉
続
記
）
　
当
時
は
日
照
り
続
き
で
あ
り
、
六
月
十
日
に
は
祈
雨
の
奉
幣
が
行
わ
れ
た
が
、
降
雨
は
な
か
っ
た
。
神
泉
苑
の
御
読

経
も
降
雨
を
願
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
願
の
日
に
夕
立
が
あ
っ
た
が
、
夕
立
程
度
の
雨
で
は
早
魅
を
救
え
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
「
全
く
」
の
意
味
の
「
堅
固
」
は
、
程
度
の
甚
し
い
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
に
は

こ
の
「
堅
固
」
が
修
飾
す
る
名
詞
が
負
の
方
向
に
位
置
す
る
も
の
に
偏
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
特
に
望
ま
し
か
ら
ざ
る
も
の
、
不
都
合
な
事

の
程
度
が
甚
し
い
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

南
北
朝
・
室
町
時
代
に
も
「
全
く
」
の
意
味
の
「
堅
固
」
が
修
飾
す
る
名
詞
が
、
負
の
方
向
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
例
が
多
く

見
ら
れ
る
。
次
に
い
く
つ
か
の
例
を
掲
げ
る
。

○
（
曽
我
十
郎
）
「
…
…
堅
固
の
い
た
づ
ら
者
、
お
し
へ
に
し
た
が
は
ざ
ら
ん
弟
子
を
ば
、
は
や
く
父
母
に
か
へ
す
べ
き
と
い
ふ
こ
と
ば
に

つ
き
、
…
…
」
　
（
曽
我
物
語
・
第
四
）

○
（
法
眼
）
　
「
い
ま
だ
堅
固
若
き
者
、
十
七
八
か
と
覚
え
候
。
…
…
」
　
（
義
経
記
・
第
二
）

○
昨
日
童
程
に
た
ん
か
い
を
呼
び
て
、
酒
を
勧
め
ら
れ
L
に
、
怪
し
き
言
葉
の
候
つ
る
ぞ
、
「
堅
固
（
の
）
若
者
ぞ
」
と
仰
せ
候
つ
る
。
　
（
義

経
記
・
第
二
）

○
序
事
益
長
朝
臣
仰
在
茂
軟
、
堅
固
少
年
、
〔
八
歳
軟
云
上
中
冠
在
儒
士
末
、
　
（
建
内
記
・
永
享
十
一
年
二
月
九
日
）



○
室
町
殿
被
御
覧
之
、
撰
者
頗
違
時
宜
軟
、
其
故
ハ
資
任
・
五
郎
等
堅
固
初
心
以
外
事
也
、

（
建
内
記
・
永
享
十
一
年
六
月
二
十
八
日
）

去
く
年

○
近
日
乳
階
事
禁
制
云
～
、
仇
成
房
一
級
所
望
之
時
、
如
季
定
堅
固
幼
稚
之
輩
被
捜
索
被
付
上
了
、

（
建
内
記
・
永
享
十
二
年
正
月
六
日
）

○
立
帝
エ
ロ
　
宣
案
可
申
請
候
、
堅
固
田
舎
法
師
候
也
、
　
（
建
内
記
・
嘉
吉
元
年
六
月
五
日
、
引
用
文
書
）

又
一
方
で
は
次
に
掲
げ
る
例
の
よ
う
に
、
必
ず
し
も
負
の
方
向
に
位
置
す
る
名
詞
を
修
飾
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
も
の
も
見
ら
れ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
は
正
の
方
向
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
も
言
い
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
更
に
用
例
を
求
め
詳
し
く
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
が
、
南
北
朝
・
室
町
時
代
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
負
の
方
向
に
位
置
す
る
名
詞
を
修
飾
し
て
い
る
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。

（
マ
マ
）

○
丑
剋
許
関
白
殿
下
御
参
内
、
直
有
二
御
堂
圭
其
後
新
帝
自
二
持
朋
院
殿
右
二
渡
御
一
八
葉
御
車
堅
固
密
々
儀
也
、
自
二
東
面
高
倉
門
人
二

御
御
在
所
一
（
割
書
省
略
）
此
後
於
二
乗
御
所
一
有
二
御
元
輿
堅
固
密
儀
也
、
　
（
匡
遠
記
・
観
応
三
年
八
月
十
七
日
）

○
准
后
云
、
…
…
其
外
堅
範
Ⅱ
輩
少
く
候
之
、
（
建
内
記
・
正
長
元
年
六
月
十
六
日
）

○
今
月
番
早
参
井
候
所
次
第
切
紙
迭
顧
番
許
、
是
堅
固
内
々
之
儀
也
、
（
建
内
記
・
永
享
十
二
空
ハ
月
一
日
）

と
こ
ろ
で
、
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」
に
は
名
詞
を
修
飾
す
る
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
「
全
く
」

の
意
味
の
「
堅
固
」
の
う
ち
、
連
体
修
飾
用
法
の
「
堅
固
」
が
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
・
室
町
時
代
ま
で
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
の
理
由
の

一
つ
に
な
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
数
少
な
い
名
詞
修
飾
の
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」
に
つ
い
て
、
次
掲
の
よ
う
な
例
を
名
詞
を
修
飾

（8）

す
る
も
の
と
見
る
な
ら
ば
、
第
一
・
二
例
日
の
ご
と
く
、
負
の
方
向
に
位
置
す
る
と
思
わ
れ
る
名
詞
を
修
飾
す
る
例
も
見
ら
れ
る
が
、
第
三

例
日
の
よ
う
に
、
正
の
方
向
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
名
詞
を
修
飾
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。

○
又
院
御
祈
一
切
姪
御
讃
経
可
断
之
由
、
有
風
聞
、
全
無
賓
也
、
　
（
中
右
記
・
康
和
四
年
八
月
二
十
一
日
）

○
此
事
更
不
可
叶
、
上
御
意
全
以
無
益
、
　
（
明
月
記
・
正
治
元
年
九
月
十
一
日
）

「
堅
固
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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○
宮
内
卿
迭
昨
日
歌
革
、
披
之
全
玉
馨
、
禰
檜
心
中
恥
了
、
　
（
明
月
記
・
建
暦
二
年
十
二
月
三
日
）

こ
れ
だ
け
の
例
か
ら
速
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ど
う
や
ら
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」
に
は
「
堅
固
」
の
よ
う
に
負
の
方
向
に
位
置

す
る
名
詞
を
修
飾
す
る
と
い
う
偏
り
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
堅
固
」
と
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ

ク
」
と
の
差
異
も
亦
、
連
体
修
飾
用
法
の
「
堅
固
」
が
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
も
通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
の
理
由
の
一
つ
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
「
堅
固
」
が
何
故
負
の
方
向
に
位
置
す
る
名
詞
を
修
飾
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
在
こ
れ
を

論
ず
る
材
料
を
有
し
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
堅
固
」
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
平
安
時
代
の
「
堅
固
」
は
、
仏
教
語
と
と

も
に
使
用
さ
れ
、
仏
教
色
の
濃
い
文
章
の
中
で
用
い
ら
れ
る
と
い
う
、
極
て
限
定
さ
れ
た
場
で
の
使
用
、
或
い
は
、
公
家
日
記
を
中
心
と
す

る
、
「
物
忌
」
と
結
び
つ
い
た
極
て
固
定
的
な
使
用
の
二
つ
に
限
ら
れ
て
い
た
。
院
政
期
に
入
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
限
定
的
・
固
定
的
な
使
用

か
ら
更
に
使
用
の
場
を
拡
大
し
、
仏
教
的
色
彩
の
濃
い
文
章
以
外
の
文
章
に
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
又
、
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世

紀
初
頭
に
は
、
意
味
の
変
化
が
生
じ
、
「
全
く
」
と
解
釈
さ
れ
る
「
堅
固
」
が
出
現
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
更
に
、
「
全
く
」
の
意
の
「
堅

固
」
に
つ
い
て
、
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」
と
比
較
し
っ
つ
検
討
を
加
え
て
き
た
。
未
だ
様
々
な
問
題
点
が
残
さ
れ
た
ま
ま
で
は
あ
る
が
、

平
安
・
鎌
倉
時
代
の
「
堅
固
」
　
の
使
用
実
態
の
一
端
は
明
ら
か
に
し
得
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

考
察
を
進
め
る
上
で
、
常
に
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
も
意
を
払
う
よ
う
努
め
た
が
、
未
だ
不
充
分
な
点
が
多
い
。
今

後
は
中
世
後
半
期
に
つ
い
て
も
十
全
な
調
査
・
考
察
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
又
、
漢
語
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
場
合
に

は
、
同
義
・
類
義
の
和
語
と
の
比
較
検
討
が
不
可
欠
の
要
素
と
な
る
。
本
稿
で
は
和
語
副
詞
「
マ
（
ッ
）
タ
ク
」
と
の
比
較
を
行
っ
た
が
、
「
マ



（
ッ
）
タ
ク
」
に
つ
い
て
の
意
味
・
用
法
の
考
察
が
充
分
で
は
な
く
、
他
に
「
カ
タ
シ
」
等
と
の
比
較
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
今
は
こ
れ
ら
総
て
を
今
後
の
問
題
と
し
て
残
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
「
堅
固
」
に
は
「
聞
辞
堅
固
」
「
解
脱
堅
固
」
と
い
っ
た
仏
教
語
と
し
て
の
使
用
例
も
存
す
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
一
切
省
略
し

た
こ
と
を
最
後
に
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

注
（
1
）
　
漢
籍
の
引
用
例
に
は
私
に
返
点
・
読
点
を
施
し
た
。
仏
典
の
訓
読
文
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
講
書
に
よ
る
。

○
西
大
寺
本
金
光
明
景
勝
王
経
平
安
初
期
点
（
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
春
日
政
治
、
昭
和
十
七
年
十
二
月
）

○
東
大
寺
図
書
館
蔵
地
蔵
十
輪
経
元
慶
七
年
点
（
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
』
中
田
視
夫
、
昭
和
二
十
九
年
五
月
）

○
高
山
寺
本
大
批
慮
遮
那
成
備
経
疏
永
保
点
（
高
山
寺
資
料
草
書
第
十
五
冊
『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
三
』
昭
和
六
十
一
年
二
月
）

○
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
（
『
訓
点
資
料
の
研
究
』
大
坪
併
治
、
昭
和
四
十
三
年
六
月
）

（
2
）
　
今
昔
物
語
集
の
「
堅
固
」
の
例
は
、
巻
第
三
の
一
例
が
天
竺
部
に
存
し
、
残
る
十
一
例
は
本
朝
仏
法
部
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
偏
在
も
亦
、
仏

教
的
な
色
彩
の
濃
い
文
章
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
各
説
話
の
出
典
文
献
と
の
関
係
も
重
要
な
考
察
の
視
点
と

な
る
が
、
出
典
文
献
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
中
に
は
「
堅
固
」
の
使
用
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
3
）
　
助
詞
「
の
」
に
つ
い
て
は
、
和
化
漢
文
体
の
公
家
日
記
・
古
文
書
で
は
表
記
さ
れ
に
く
い
た
め
、
そ
の
存
否
の
明
確
な
こ
と
は
判
断
で
き
な
い
。

今
後
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
な
お
、
用
例
中
の
「
無
実
」
「
未
済
」
「
不
実
」
に
つ
い
て
は
、
三
巻
本
色
葉
芋
類
抄
・
文
明
本
節
用
集
他

に
音
読
さ
れ
た
形
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
名
詞
と
し
て
処
理
す
る
。

（
4
）
　
個
々
の
用
例
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
更
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
連
用
修
飾
用
法

の
「
堅
固
」
の
う
ち
、
肯
定
表
現
を
伴
う
例
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
「
か
た
い
こ
と
」
「
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
」
「
丈
夫
」
の
意
味
で
解
釈
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
5
）
　
こ
の
よ
う
な
連
用
修
飾
用
法
の
例
に
つ
い
て
、
「
堅
固
に
」
の
形
か
、
「
堅
固
」
の
形
か
と
い
う
点
も
問
題
と
な
る
。
し
か
し
、
注
（
3
）
で
述
べ

た
よ
う
に
明
確
に
は
判
断
で
き
な
い
例
が
多
い
。
今
後
こ
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

（
6
）
　
『
講
座
日
本
語
の
語
彙
1
0
　
語
誌
H
』
（
昭
和
五
十
八
年
四
月
・
明
治
書
院
）
所
収
「
こ
と
ご
と
く
」
の
項
目
に
よ
る
。

「
堅
固
」
　
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
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（
7
）
　
宇
津
保
物
語
に
は
七
例
の
「
全
（
ま
た
）
く
」
が
見
ら
れ
る
が
、
う
ち
二
例
は
形
容
詞
連
用
形
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
8
）
　
第
一
例
日
は
「
全
ク
賓
無
シ
」
と
訓
む
な
ら
ば
否
定
表
現
を
伴
う
連
用
修
飾
用
法
と
見
ら
れ
る
が
、
「
全
ク
（
ノ
）
無
音
ナ
リ
」
と
訓
め
ば
、
名

詞
を
修
飾
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
様
に
、
第
二
例
日
も
「
全
ク
以
テ
無
益
ナ
リ
」
と
訓
ん
で
、
名
詞
を
修
飾
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
平
成
四
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
（
平
成
四
年
八
月
十
二
日
）
並
び
に
国
語
学
会
平
成
四
年
度
秋
季
大
会
（
平
成
四
年

十
月
二
十
五
日
）
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
又
そ
の
他
の
折
に
、
小
林
芳
規
先
生
・
山
内
洋
一

郎
氏
・
佐
藤
武
義
氏
・
小
野
正
弘
氏
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
方
々
に
有
益
な
御
意
見
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。




